
                                   学校名（東広島市立西条小学校） ① 教科等 理科  ② 学年 第５学年 ③ 単元名 流れる水の働き       ④ 本時の目標 自分の立てた仮説と実験結果を比較しながら，流れる水の働きである浸食や運搬，堆積について考え，説明することができる。 ⑤ 学習の流れ（４時間目／全 11時間）   学習活動 指導上の留意事項 評価規準〔観点〕 （評価方法） １ 学習問題を確認する。   ２ 自分の立てた仮説とその理由を振り返る。   ３ 実験方法を確認し，実験する。        ４ 自分の立てた仮説と実験結果を比較しながら，話し合う。      ５ 自分の考察を振り返る。       ６ 次時の内容を知る。 

・前時に立てた学習問題に興味をもたせる。       ・自分の立てた仮説とその理由を振り返り，実験の目的意識をもたせる。 ・観察の視点として次の３点を意識させる。   ①内側と外側 の旗の様子 ②色砂の移動 ③発泡ビーズ の移動の速さ  ・各自で実験結果をまとめた後，考察を書かせる。 ・発表の仕 方につい て具体的 に示す。        ・結論では仮説と結果の比較，学習問題に対する結論を発表させる。 ・話合いの内容を基に，自分の考察を修正させる。 

                    ・自分の立てた仮説と実験結果を比較しながら，流れる水の働きである浸食や運搬，堆積について考え説明している。 〔科学的な思考・表現〕 （発言・ノート）   
 

 

 

 

 

 

 

言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実にににに関関関関するするするする実践事例実践事例実践事例実践事例    

 ○○○○    自分自分自分自分のののの立立立立てたてたてたてた仮説仮説仮説仮説とととと実験結果実験結果実験結果実験結果をををを比較比較比較比較しながらしながらしながらしながら，，，，流流流流れるれるれるれる水水水水のののの働働働働きであるきであるきであるきである浸食浸食浸食浸食やややや運搬運搬運搬運搬，，，，堆積堆積堆積堆積についてについてについてについて考考考考ええええ説明説明説明説明することができるすることができるすることができるすることができる。。。。 設定した言語活動を通して育てたい力     ○○○○    実験実験実験実験へのへのへのへの目的目的目的目的意識意識意識意識をもをもをもをもたせるたせるたせるたせるためにためにためにために，，，，実験実験実験実験をするをするをするをする前前前前にににに自分自分自分自分のののの立立立立ててててたたたた仮説仮説仮説仮説をををを振振振振りりりり返返返返らせるらせるらせるらせる。。。。    ○○○○    実験実験実験実験ををををするときにするときにするときにするときに何何何何にににに着目着目着目着目してしてしてして観察観察観察観察すればよいのかすればよいのかすればよいのかすればよいのか，，，，観察観察観察観察のののの視点視点視点視点をををを図図図図とととと言葉言葉言葉言葉でででで伝伝伝伝えるえるえるえる。。。。    ○○○○    考察考察考察考察のののの書書書書きききき方方方方，，，，発表発表発表発表のののの仕方仕方仕方仕方についてについてについてについて図図図図でででで示示示示したりしたりしたりしたり指示指示指示指示したりするしたりするしたりするしたりする。。。。                                                                                                                                                                                                                                                        ○○○○    自分自分自分自分のののの考考考考えとえとえとえと比比比比べながらべながらべながらべながら友達友達友達友達のののの意見意見意見意見をををを聞聞聞聞くようくようくようくよう指示指示指示指示しししし，，，，話話話話合合合合いのいのいのいの後後後後，，，，自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを振振振振りりりり返返返返らせるらせるらせるらせる。。。。    
言語活動の充実のための指導の工夫 

流れる水には，どのようなはたらきがあるのだろうか。 
○侵食を調べる方法･･･曲がっているところの内側と外側に旗を立てる。 ○運搬・堆積を調べる方法･･･色砂を流す。   ○水の速さを調べる方法･･･発泡ビーズを流す。 

児童の仮説 ・土に水を流すならば，土はけずられて，運ばれて，積もるだろう。そのわけは，最初の授業で下流に行く程，川の横幅が少しずつ広がっている映像を見た。その映像から，川の水の流れは，川の両端にある砂や小石を削って広げていったためだと考えたからだ。 

期待される児童の考察 ・すべての外側の旗がたおれたり，色砂が水によって運ばれたり，最後のところでは，色砂や発砲ビーズが高さの低い所に積もっていた。このことから，私の仮説は正しく，流れる水のはたらきは，土をけずるはたらきや土を運ぶはたらき，土を積もらせるはたらきがあるということがわかった。 
【発表の仕方】 ①〔仮説〕 ②〔実験結果〕 ③〔結論〕 
 の順番で説明する。 〔〔〔〔言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実〕〕〕〕    


